
立会調査
61観音山砦跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
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佐久市内山字坪ノ内6731鵜3

柳澤　圭治

個人住宅

平成25年5月13目
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観音山砦跡1位置図(1:10,000)

立会調査
62　城下遺跡5

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
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/　京へ

/
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/ /
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佐久市臼田字城下120-11の一部

井出　貴之・楓

個人住宅

平成25年5月27日

112.76壷
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城下遺跡5位置図(1:10,000)
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調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は宅地造成に伴う盛土ないし砂礫

混じりの褐色土である。掘削範囲において遺構・遺

物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は旧建物建設時の盛土ないし砂礫

混じりの褐色粘質土である。掘削範囲において遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
63　岩村田遺跡群152

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

、く才女霊夢士で

佐久市岩村田字中八目町3130-2

及川　歩希

個人住宅

平成25年6月13目

225.12壷
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立会調査
64　稲荷山城跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
評や榔持運原職
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調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下70 c皿までの掘削が行

われた。掘削は旧建物建設時の盛土内に止まり、遺

構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は盛土(20へ50cm)、岩片を多量

に含む硬質黄褐色粘土(0へ30cⅢ)である。対象地

は掘削造成されており、遺構・遺物は確認されなかっ

た。

掘削状況
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立会調査
65　塚原屋敷添遺跡8

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市平塚字欠塚268-6, 268-7

堀内　詠子

個人住宅

平成25年6月14目

598.00壷

須藤　隆司
手、　　ぐ　　う　,　　!

鰯癌湘　Y‡

。了(‡
、、種　子　番

!　　　　　　　　　　　　説き?鯵?

車種鋼轍9〆　▲

〆　〆皿千や’ル　　　○

¥　書

、場か、《　〇二二㌦へ　γ -場　　タ岬i 、、音〇・〇・〇i・-一夕　〇・・-音W　　・《γ`〇・・--　ノ・}-崇へア　ナ

日田握

轟　-

器田園

㌦予言

4子9

′〆

と竃

子」予

定湿壷蜘り

/〆

ヽ∵〇、

塚原屋敷添遺跡8位置図(1:10,000)

立会調査
66　周防畑遺跡群81

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
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佐久市長土呂1232-2

中里　よし子
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平成25年6月11日
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調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下20 c皿までの掘削が行

われた。掘削は表土内に止まり、

されなかった。
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掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。掘削は旧建物建設時の盛土内に止まり、遺

構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
67　周防畑遺跡群82

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市長土呂字南近津1163-17

浅野　元宏

個人住宅

平成25年7月31日

665.25壷
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周防畑遺跡群82位置図(1:10,000)

立会調査
68　五斗代遺跡群2

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市香坂字五斗代112-9外

株式会社　藤巻建設

太陽光発電システム設置

平成25年11月6目

32,000壷

須藤　隆司
/

!

五斗代遺跡群2位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

調査の結果

ケーブル設置・法面成形等に伴い地表下50cm程

度まで掘削が行われた。地表下50c皿での堆積は表

土ないし黒褐色土、ローム上面である。法面では浅

間一板鼻褐色軽石群(約25,000年前)までの堆積

が確認された。

掘削状況
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立会調査
69　岩村田遺跡群153

所　在　地　佐久市岩村田字南羽毛平3194-10・1

の一部

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
し　//∴∴　了,/　　ノ二γ　ノ　ンγ/

内堀　信雄・佐和子

個人住宅

平成25年8月6目

274.68壷
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調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下55 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。
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立会調査
70　瀧の下遺跡3

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

∴富　　　¥隼/
/料　’子

佐久市前山字居屋敷657

茂木　実

個人住宅

平成25年7月4目
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掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。掘削は旧建物建設時の盛土内に止まり、遺

構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
71岩村田遺跡群154

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市岩村田字諏訪宮1140-3

篠崎　徹・奈津子

個人住宅

平成25年7月10日

308.76請

須藤　隆司

¥、 ∴　刷・

弊習なで

二諸一
星田鱒
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註〕悪霊詰言・

弱昇竜

告塙一三三言:雪薄幸詳言

岩村田遺跡群154位置図

立会調査
72　本郷中北側遺跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
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・弓　手　極　圭豊

(1:10,000)

佐久市志賀字本郷下北側3295鵜2

神津　広紀

個人住宅

平成25年7月8日

315.03壷
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きあ雷蔵暮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{調はi ヽ
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(

:

本郷中北側遺跡1位置図(1:10,000)

ヽ〇〇

回〇四〇長

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下70c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は旧建物建設時の盛土(40cⅢ)、

黒褐色土(20cm)、暗褐色土(10cⅢ)、浅間第一軽

石流である。対象地は斜面地であり、掘削は北側で

は浅間第一軽石流上面に及ぶが、南側は黒褐色土内

に止まる。掘削範囲においては遺構・遺物は確認さ

れなかった。

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は旧建物建設時の盛土(20cm)、

砂礫混じりの黒褐色土(20c皿)である。掘削範囲に

おいては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
73岩村田遺跡群155

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
(

贈堅
‾‾ ‾《∴i臆∴‥}一- /書、

田園墨

佐久市岩村田字城下3267

Wireless City Plaming株式会社

高速無線基地局新設

平成25年7月29目

0.6壷

久保　浩一郎
圏∃〇円
◆意義
し〈-ペ　二二二‾ニスゝ′　Y　◆　う

’　∴÷　’〈、、こ支　●　†　て.ふ
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`章二寒鵜
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き
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)

ム　}
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118 下僚薫語義華

岩村田遺跡群155位置図(1:10,000)

立会調査
74　常田居屋敷遺跡群24

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

ぷ韓機動部脅犠
坤膚塵姉出現

/ノ/-・¥

田園国
〇〇〇〇

田園
ノ　ヘ

尋…義博

粥東灘で賓嬉糠

3G_親云

…若㌢二滴鵜

拒

佐久市長土呂字上大豆塚1932-18

三浦　祐治・菜緒

個人住宅

平成25年8月23日

246.16壷

久保　浩一郎

老貰　挺進議連鵜鍬

霊鳥端
電蓄　洋犬重義宕鵜群

青　雛,

3る-ゑ　奉書雛

′′　　音

i′ ●′′

回国囲岳

」/事/

常田居屋敷遺跡群24位置図(1:10, 000)

調査の結果

無線基地局建設工事に伴い地表下2. 5mまでの掘

削が行われた。堆積状況は砕石敷の表土(30cm)、

以下は黄褐色砂層の盛土である。遺構・遺物は確認

されなかった。

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下30 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況

ー62-

」ツ
∵

;

)

小
字
)
後
れ

-

音

義

8

第

着

濃

-

書

　

ノ

}

銀

甜

孤

)
,

千
言

国
語
回
書
囲

鴫
●
む
.
(
筆
書

」
二
㌦
言
千
二
で
二
言

田
国

○
-
′
i
絡
義
子
l
ご

登
録
暮
,

お
か
重
な
冨

了

∴

㍉

享

圭

子

こ

な

圃擁

概録

∴
主
』
i

r磐宣、
∴肇

ー
細
田
動
脈

園

は
○
○
岳

〇
〇

複.
-¥

∵

∴

ヽ

¥

　

ヽ

、

〆
∴
雪

間
閏:

臆

へ

は
田
田
淵

∴
宇
部
膏

1

≠

持
出
評
樟
持
上
最
高
i
㌧

I

!

‥

圭

∵

潮
つ園

田薯



立会調査
75大奈良遺跡4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
‡

)!/

佐久市田口4550-3

荻原　昭宏

個人住宅

平成25年8月20目

522.48壷
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大奈良遺跡4位置図(1:10,000)

立会調査
76　権現山遺跡群5

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
′/　レ

/

《了主

/

中　　　震撚壷蒜

佐久市矢島21臆4

佐久市

道路改良
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権現山遺跡群5位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(20cm)、河川堆積の砂礫

層(20cm)である。掘削範囲においては遺構・遺物

は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

道路改良工事に伴い地表下170 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は道路建設時の盛土(90cm)、低

地堆積の粘土及び砂礫層(80cm以上)である。掘削

範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
77長明塚遺跡8

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

4隻写　実叛壌連鍬

ダ予禽ント

ヽ　■青‾

着きろ軍書

索種
「ニー　で
l　　-

軍.一′　◆　　」

佐久市野沢字練田井332-37

原　岳士・友美

個人住宅

平成25年8月19目

207.72壷
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長明塚遺跡8位置図(1:10,000)

立会調査
78　岩村田遺跡群156

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

右継瀧駆瀧義欝
)

「∴脚
壇喜

子∵　場J )

-へ高　嶋

佐久市岩村田字内西浦1226-18

白石　拓也

個人住宅

平成25年9月5日

291.40請
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∵小山-育子

義職場納鵬強練も篤一

言ふい予言話芸
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岩村田遺跡群156位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。褐色土(10cm)、砂礫層(20cm)、粘土層(10

cm)である。掘削範囲においては遺構・遺物は確認

されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下90c皿までの掘削が行

われた。対象地南側は宅地造成時に浅間第一軽石流

上部まで削平されている。北側では表土下位が黒褐

色土の堆積であり、小支谷の存在が想定される。掘

削範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
79岩村田遺跡群157

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市岩村田3121-26

高柳　吉孝

個人住宅

平成25年8月14日

110.02壷

須藤　隆司
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岩村田遺跡群157位置図(1:10,000)

立会調査
80　長土呂遺跡群41

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

¥当幸二ざご墨㌣

二三二三二二㌢伽汁/

)二　心で　`

強国田
/　　ヶ　　　　　一也

亨や曇志/

佐久市佐久平駅北9-3

Wireless City Plaming株式会社

無線基地局PC柱の建替え

平成25年8月21日

0.5壷
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長土呂遺跡群41位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。
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掘削状況
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調査の結果

無線基地局の建替え工事に伴う立会調査を実施し

た。工事は同一箇所での建替えであり、すでに地表

下200cm (浅間第一軽石流内)まで掘削が行われて

おり、遺構・遺物は確認されなかった。

4 ′.デ寄吋　　　　　　　..,.工鞠′
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掘削状況
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立会調査
81周防畑遺跡群83

所　在　地　佐久市長土呂996臆71

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

長谷川　朋之

個人住宅

平成25年9月11目

320壷

須藤　隆司

/ナ
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園田
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へノダタ二　、
¥〉　羊

凌鵜鵜轍持
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一・--1}→
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周防畑遺跡群83位置図(1:10,000)

立会調査
82　熊の堂遺跡3

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
へ、主

な¥ぉ与告、

青
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佐久市鳴瀬字片山3000-6 ・ 7 ・ 11

依田　徹・とし江

個人住宅

平成25年9月6目

264.69壷
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熊の堂遺跡3位置図(1:10,000)
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調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下60c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は宅地造成時の盛土(10へ20cm)、

暗褐色土(20cm)、黒褐色土(30c皿)、浅間第一軽

石流である。対象地は北西から南東に傾斜する斜面

地であり、北西側の一部で浅間第一軽石流が確認さ

れたが、大半は黒褐色土内までの掘削である。掘削

範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。対象地西側では遺構確認面と考えられる黄

褐色土が確認されたが、東側は地形の落ち込みによ

り遺構確認面まで掘削が及ばなかった。掘削範囲に

おいては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
83栗毛坂遺跡群55

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

タを

佐久市岩村田字東芝間

佐久市

公共下水道

平成25年11月13・15・19・22日、

12月3日

194.7壷

上原　学
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栗毛坂遺跡群55位置図(1:10,000)

立会調査
84　道添遺跡4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市塚原2276-5

佐藤　幹彦

個人住宅

平成25年10月10日

270壷

須藤　隆司
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道添遺跡4位置図(1:10,000)

調査の結果

下水道建設工事に伴い地表下230 c皿までの掘削が

行われた。堆積状況は路盤の砕石層(60cm)、浅間

第一軽石流である。一部に黒色土が堆積した谷状地

形が確認された。掘削範囲においては遺構・遺物は

確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下60c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(30cm)、塚原泥流の岩片

を含む暗褐色粘質土(30cm)である。掘削範囲にお

いては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
85岩村田遺跡群158

所　在　地　佐久市岩村田字中八目町3121-4・

3121-7

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

山内　英央

個人住宅

平成25年10月31目

58.67壷

須藤　隆司
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岩村田遺跡群158位置図(1:10,000)

立会調査
86　御堂遺跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市内山字一ツ御堂

佐久市

水路敷設

平成25年10月23日

23壷

須藤　隆司
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調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。掘削は盛土ないし表土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。
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掘削状況

` †丁字

調査の結果

水路敷設工事に伴う立会調査を実施した。埋蔵文

化財に影響を及ぼす掘削は行われず、遺構・遺物は

確認されなかった。
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立会調査
87井上遺跡2

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市下越字南田511-2

佐久市

水路敷設

平成25年11月15・18目

155壷
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立会調査
88　和田遺跡2

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
じ　禰刷具轍調教職場病

佐久市瀬戸字和田506-3外

有限会社　新栄開発

太陽光発電所建設

平成25年11月18目

9,750壷
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調査の結果

水路工事に伴い地表下80c皿までの掘削が行われ

た。堆積状況は表土(20cm)、砂礫を含む暗褐色土(40

cm)、砂礫を含む灰褐色粘土層(20c皿以上)である。

掘削範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

」
掘削状況

調査の結果

太陽光発電パネル設置工事に伴う表層の整地、杭

の打設が行われた。埋蔵文化財に影響を及ぼす掘削

は行われず、遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
89下県屋敷遺跡群4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
●年番瑠　う〃書き職種をまま㌢

佐久市伴野字西屋敷1758-1

木内　秀明

個人住宅

平成25年11月11日

787壷

上原　学
一/’丁、

種e園長醤

ヽ　ト

で　、 ¥ヽ
〇、

ヽ　　少、

点¥、、
ヽ

雑書　署轍築簸駐機糠

嶋
握　　　回田

9′I〈

tヽ、

学銘も_バ¥、÷

針や志ま濡　　表

し、も、　　　`

農轍讐,

下県屋敷遺跡群4位置図(1:10,000)

立会調査
90　広川原遺跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市田口字広川原146-イ

ソフトバンクモバイル株式会社

無線基地局建設

平成26年1月15目

2.25壷

須藤　隆司

¥　ト

ヽ　　倉　　¥

広川原遺跡1位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下170 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は盛土(50cm)、褐色粘質土(10

cm)、黒褐色粘土(30cm)、灰褐色シルトである。

掘削範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

無線基地局建設工事に伴い地表下150 c皿までの掘

削が行われた。堆積状況は表土(30cm)、褐色粘土(40

cm)、礫混じりの灰褐色粘土である。掘削範囲にお

いては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
91岩村田遺跡群159

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

面高田

塙
園園田

=崇芸=二三二
重ヾ

γ薫

佐久市岩村田字中一本柳2283鵜3

松永　祐治

擁壁・車庫建設

平成25年10月25日、 11月1目

34.49壷

須藤　隆司・久保　浩一郎

/ /

/轟為纏

ノ∵宰

!r

`言告へ

撮　　　圏囲
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二二二霊ユニ二一二一一心-〆　-　拐　-。へ、Y一　珊‾《
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∵∵寧∵言言…全史、▼」　.　∵∴∴∴∴ !

国書喜劇
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ささ三尊㌢霊草霊キニーモ㌢二二.

¥ネ

ヽ　　　　-

1〇両嶋津鵜議　了

.

?

、 ∵ i∵∴∴∴.

.　ヽ

岩村田遺跡群159位置図(1:10,000)

立会調査
92　北裏遺跡群4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
鶴舞機録や-、 、教義

/

〉　、裏町へ　↓

圏

‡∴

鴇ふむ嬬連壌義尚

!噂　〇㌦・録
タ∴第　　　　　　、二`

¥

ゲ

事　　　、　　　〔

当　　　　　　　　　　　　　　　ノ

京/

!、　　　　　　　　　　　　　　　事

/

佐久市伴野838-1外

長野国道事務所

工事用道路建設

平成25年10月8日、

平成26年3月24目

825壷

久保　浩一郎
胸　〇回繋

日南

霜害

“「∵へへ　一、.

)∀

京や∴)むご

○食へ

・"

議　　　　　　　　　　さ

ま　鮭撞き叩き.、紳隷　}

勘鴫一輝東雌)∴鮮牽㌫,レイ予てシ

読　　了　へ　　　　　詳言ゝ

北裏遺跡群4位置図(1:10,000)

調査の結果

擁壁及び建物基礎工事に伴い地表下70 c皿までの

掘削が行われた。掘削は大半が宅地造成時の盛土内

に止まり、一部で浅間第一軽石流が確認されたが、

掘削範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

工事用道路建設工事に伴い地表下30 c皿までの掘

削が行われた。掘削は造成土内に止まり、遺構・遺

物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
93枇杷坂遺跡群85

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

ヽ.

醤

義馳駆紫農

へ.へ‾一.吉江一・、一当も_

副題発音

登園園
聞　　　　嘱

メl’{　雷)

予告　言上　ー一石

画題圏国
手・l■　　●

渡田田園

懸濁

浩二

佐久市岩村田字田中1320-3

小巻　則仁

個人住宅

平成25年11月25目

637 n子

上原　学

雛
ルアー一　夕へ◆・、γ

◆/

面S獲喜田患寓

一轍　　　手)
予幸二鉦
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(
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枇杷坂遺跡群85位置図(1:10,000)

立会調査
94　蛇塚遺跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

牽強三　朝徳義
/

ヽ

¥

¥∴‾ ,了

J　′ //ノ　ダ

ノ　,/

“●’　ノ　　/イ

/

〆∴¥′

/

●

佐久市臼田字新屋敷1248-2

依田　目元・依田　雅司

個人住宅

平成25年11月11日

452.32壷

須藤　隆司
I　　　　　　　　　　　宅

S患罷
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¥// ,
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蛇塚遺跡1位置図(1:10,000)

導$ず焚禦瀧継

真筆鷺

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下70 c皿までの掘削が行

われた。掘削は造成に伴う盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(20~40cm)、砂礫混じり

の暗褐色粘質土である。掘削範囲においては遺構・

遺物は確認されなかった。

章二二鯵　青
▼‾一、 ∴γ書’}′
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鵜ユ誌券

→　　　　二王

掘削状況
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立会調査
95三塚鶴田遺跡2

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市三塚字泉野224鵜24

清水　礼央

個人住宅

平成25年12月9目

304.55壷

須藤　隆司

子　/ノ

〆∴鉦や

護国田圃
¥

宰ミ媛熟議泳

藍享幸雄I lへ　　　で¥

揮純紫‡ :¥

申∴膏

¥言増を鮮早
¥　　　　　　　　　　　　〉

親子室草葉瀧機構
ぁ　《享手　心_へへ

三塚鶴田遺跡2位置図(1:10,000)

立会調査
96　龍岡城跡9

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
¥　　海鮮

¥　¥
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石像設置

平成25年11月5目

0.4壷

久保　浩一郎
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龍岡城跡9位置図(1:10,000)

二、/メ

陸軍
′　　へ

¥- /
、　′′

〉のす

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下80c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は盛土(40へ60cⅢ)、砂礫混じり

の粘土(20cm)、シルト(20cm以上)である。掘削

範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

石像設置工事に伴い地表下25 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(20cm)、砕石層(5cm以上)

であり、掘削は造成土内に止まる。遺構・遺物は確

認されなかった。

掘削状況
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立会調査
97常田居屋敷遺跡群25

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
一食　缶雷小二㍗’ )

啓　撫7壷棚、ん
的雪/㌢雛∴I

′〆〆へ、

島鍵　　t、

皇下命轍複　　　　　　　号

発音患田園
・紡職窮ま

《一㌢　〉へへ

佐久市長土呂字上大豆塚1932-5外

羽坂　孝夫

個人住宅

平成25年11月8・19目

405.25壷

須藤　隆司
へへヽへ、 /

ヶ　∴∴∴i)

¥

¥

、∴灘上甑海鵜鵜繊糠

J■/‾基 当∴∴∴当

常田居屋敷遺跡群25位置図(1:10,000)

立会調査
98　常田居屋敷遺跡群26

所　在　地　佐久市長土呂字上大豆塚1931-1、

1932-1

主　体　者　高橋　司

開発事業名　個人住宅

調査期間　平成25年11月8目

開発面積　341.93諸

調査担当者　須藤　隆司

軽率∴㍉ ∵∴
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常田居屋敷遺跡群26位置図(1:10,000)

調査の結果

浄化槽設置工事に伴い地表下200 c皿まで掘削が行

われた。堆積状況は宅地造成時の盛土(100cm)、黒

褐色土(50cm)、浅間第一軽石流である。

また住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削

が行われたが、掘削は宅地造成時の盛土内に止まる。

掘削範囲においては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下70 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
99中金井遺跡群18

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市小田井字較月836-34他4筆

株式会社　しんせい

フェンス設置

平成25年11月26目~12月27日

135.00請

冨沢　一明

"、窟

油　　　_　図

㌧■∴∵¥

)

)

へ　こ　費

副書喜喜患

農鏡∴言、ヾ

中金井遺跡群18位置図(1:10,000)

立会調査
100　常田居屋敷遺跡群27

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
撃鞘　　挺$7‾き直義

なま7主4料

佐久市長土呂字上大豆塚1932-25

井上　修

個人住宅

平成25年11月28目

285.65壷

須藤　隆司

/今∴¥細覆轍峨
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/〆‾なヽ

重職∴¥ !

揮古墳静　　　　　ま

。6∴之㌦云
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l

)置　言義持壌I

3薯下尤嚢撫育糠義
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園田
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-　　　　　　　　　　　　　　　-　○予∴∴∴◆

(

常田居屋敷遺跡群27位置図(1:10,000)

調査の結果

フェンス設置工事に伴い地表下43c皿の掘削が行

われた。対象地においては概ね地表下40c皿で浅間

第　▲軽石流が検出されたが、浅間第一軽石流に達し

ない場所もあった。較月公園入口側では長さ2mの

黒色土の落込みが確認されたが、掘削が確認面上面

までのため現状保存とした。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(20cm)、砂礫を含む黒褐

色土(20cm)である。掘削範囲においては遺構・遺

物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
101周防畑遺跡群84

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市長土呂934鵜28外

株式会社　土屋ホーム

個人住宅

平成25年12月9目

233.66壷

須藤　隆司

周防畑遺跡群84位置図(1:10,000)

立会調査
102　枇杷坂遺跡群86

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
〆、/　//率
¥/ ,メ　ゾ　　　　　　　へ

圏圏
÷∵烹二幸∵∴　〆

言霊∴/ /

/　　名賀農

佐久市岩村田1070

佐久市

市営団地解体工事

平成25年12月2・3・6・17・20日

1,445.48壷

上原　学

囲

ツタ、へ、・ぺ∴㌻

I　　　　　・

園田圏国有へ㌦嶋_

i

揚超園田′揮雪‡
~.・ヽ

) `　　)　　　　　　　　　　　　　ヘ　ノ

(′書　　　　、→¥ /

囲田　　園

着意持

、 ←、へ`長

枇杷坂遺跡群86位置図(1:10,000)

〇〇

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下60 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

建物解体・撤去工事に伴う立会調査を実施した。

対象地内の堆積状況は盛土、旧表土である黒褐色土、

褐色土、浅間第一軽石流である。

遺構・遺物は確認されなかった。

一76一

本工事においては

掘削状況
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立会調査
103望月城跡4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
¥ ヽ

佐久市望月字城前1447-2外

日本放送協会　長野放送局

放送設備撤去工事

平成25年12月9目

112誼

須藤　隆司
l露

予言←∴←　や　　　-　〈

/

/
/　　　　　　　　　　　　　　d

/　//
タ　　　/

“/、メ′　∴∴笥/(

壷は煽桝∴∴㍉∵∴　∵、半ら
‡′¥、、了∴、、∴

ヽ

¥ ¥　≠

国書

)ン,

へ　へ音∴∴.き
、之ィ。

基湘軍立言

)¥

ヽ　拙く

/

善事:人、ノンノ　言
、、 ¥鴨宮,∴∴京、　　　在

1

¥
∴畑へ鷲

か、÷ヅ　　　　¥ ¥
?ヽ

`　{

ヾ /　へ　　　高言、

中　　　　　　　　　　¥　　筆　,

¥

∵二へ　メ子
、　〉　′台

閣

望月城跡4位置図(1:10,000)

立会調査
104　堰添遺跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

‾-　二へ十二二、

賞　　¥韓かン点

佐久市塚原字宮の前田

佐久市

公共下水道事業

平成26年1月28・29・31目、

2月3・5目

12,795.50壷

上原　学

‾　→〇、一-　　--〇、・　　臆-

_　　主人…,{臆∴言、一芸,すご∴○γ　rま:芸も’‡霊二藍∴多へ　‾

悪因
〆

小《∞"らヘ音.、筆者付　イ　▼　　事項青　　曾Y収　…」▲ノ・一・・、-ぺ¥章　　　へ一理メ　ト記

壌蹟

堰添遺跡1位置図(1:10,000)

調査の結果

埋設ケーブル撤去工事に伴い地表下50 c皿までの

掘削が行われた。掘削はケーブル埋設時の埋土内に

止まり、遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

下水道建設工事に伴い地表下200 c皿の掘削が行わ

れた。堆積状況は道路建設時の盛土(100~200cm)、

黒灰褐色粘質土ないし黒褐色土である。掘削範囲に

おいては遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
105大沢屋敷遺跡3

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
難曲管鱗　　　　　　　　ノ

複
湘嬉跡　　　　　/ /

)

鯛掃田

上富’　　/

ノ
¥　ノ

、　点〆　《　　　　　　　　’∴∴)

/

//

⊥「

佐久市大沢字下中澤1110-3外

佐久市

道路改良

平成25年12月16目

670壷

須藤　隆司
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細田

大沢屋敷遺跡3位置図(1:10,000)

立会調査
106　大中沢遺跡4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

●),

佐久市大沢字下中澤1201-7

佐久市

排水路改修

平成26年1月21日

280 n子

須藤　隆司

ここを/

/　　　　〔

/

lく

く

刺粥‖職下請轍

田園

燭

}　/

◆

きま*

譲や軸糠　義陣隼

/
〈〆
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嬉馨

●　　　音●

賞㍉¥　　　　}

電秘室統率糾問　　　/
ノ,亮、 、

囲田園園田

大中沢遺跡4位置図(1:10,000)

メイ,

/ノ

調査の結果

道路改良工事に伴い地表下90 cmまでの掘削が行

われた。堆積状況は道路建設時の盛土(30cm)、礫

混じりの黒褐色土(30cm)、粘土層(30cm)である。

掘削範囲において遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

排水路改修工事に伴い地表下160 c皿までの掘削が

行われた。堆積状況は表土、以下砂礫を多く含む黒

褐色土、砂礫層である。掘削範囲において遺構・遺

物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
107西の張遺跡3

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
東電1頃露1書鴨

ィ■‾

佐久市小宮山字十二857-1

佐久市

排水路改修

平成26年2月4目

390壷

須藤　隆司
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西の張遺跡3位置図(1:10,000)

立会調査
108　望月城跡5

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

_嶋でゾ

佐久市望月字城前1755-2外

株式会社　テレビ信州

埋設ケーブル撤去工事

平成25年12月9目

248壷

須藤　隆司
←/　　ヽ
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ら2豪嬉種物鯵
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望月城跡5位置図(1:10,000)
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調査の結果

排水路改修工事に伴い地表下70 c皿までの掘削が

行われた。堆積状況は表土(30c皿)、砂礫を多く含

む暗褐色土である。掘削範囲において遺構・遺物は

確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

埋設ケーブル撤去工事に伴い地表下40 c皿までの

掘削が行われた。掘削はケーブル埋設時の埋土内に

止まり、遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
109野沢城跡21

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市野沢字宿裏215-22

小林　昭一

個人住宅

平成25年12月16日

91.87 n字
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立会調査
110　枇杷坂遺跡群87

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
l事

佐久市岩村田字田中1335-7 ・ 6

清水　よし美

個人住宅

平成25年12月26日

215. 12 n子

久保　浩一郎
費’メや的’二二翠閑人:

鱈→‾∵㌍三霊草　書言へ{{軒二言喜
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ー一子　ノ予告蜜詰ノバ

枇杷坂跡群87位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40c皿までの掘削が行

われた。掘削は盛土内に止まり、遺構・遺物は確認

されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
111長峯古墳群1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

$$露議了

¥

佐久市内山字長峯6687外
一般社団法人　佐久市振興公社

太陽光発電施設建設

平成25年12月5・16日

4,983壷

須藤　隆司
“　　　　　　　3$e輿競合糠持

駐
納9農着京撫鎖

O案患容

雷電a-3、鵜鴨墳

汚嬉叛〕○
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労費註44柑
36蜂一露的壌　　　露鋤一婦鴫墳

奪6樗凄集合糠義

¥　　　　　　　　箆6

3章8　東粕国道持

詳6容‡,器用隷
楊静

網諸概ノノ

観警露盤嬉

圏

ヽ

i露営
、闘技畿響融鵜雛　言¥、ざ∴

長峯古墳群1位置図(1:10,000)

立会調査
112　常田居屋敷遺跡群28

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

言　草

佐久市常田字家地頭279

小林　広道

個人住宅

平成26年1月6目

697.24請

須藤　隆司
‾’-:‾ 、畢甜〇、…別種

〆　　33ヤ青嶋機
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-　　　ヽ
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、ヽ、

33集成徽畜禦雛

義

織33二馨か嶋掌
、¥¥　費∴/ノア,

蜜e9・購8

//

/

368可‡登犠

調査の結果

太陽光発電パネル設置工事に伴う立会調査を実施

した。表層の整地等が行われたが、新たな古墳は確

認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下60 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は旧建物建設時の盛土ないし砂礫

層であり、掘削範囲において遺構・遺物は確認され

なかった。
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立会調査
113　山崎遺跡7

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
豊田

;　　罵

塾`∴

佐久市田口4797-4

佐久市

道路舗装

平成25年11月28日

1,773壷
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山崎遺跡7位置図(1:10,000)

立会調査
114深堀遺跡群11

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
∴　鍬錐鎚ヤシかシ/

田園回国患

痛墓場部や　言~

ニ)零、へ〉 ‥
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佐久市瀬戸字西原3391

高橋　節

個人住宅

平成26年1月9日

387. 27 n子
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調査の結果

道路改修工事に伴う立会調査を実施した。掘削は

アスファルト除去作業のみであり、埋蔵文化財に影

響を及ぼす掘削は行われず、遺構・遺物は確認され

なかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下60 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(10cm)、浅間第一軽石流

である。掘削範囲において遺構・遺物は確認されな

かった。

掘削状況
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立会調査
115鳴澤遺跡群7

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
/

佐久市根々井字東原943-5

上原　勲

個人住宅

平成26年1月7日

147.62壷

上原　学

鹿
†o職き嬉古叢

へ¥

幽霊費機構
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鳴澤遺跡群7位置図(1:10,000)

立会調査
116　宮の上遺跡群25

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市横和字割地201-1

百瀬　志郎

個人住宅

平成26年1月6目

289.48壷
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宮の上遺跡群25位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(30cm)、浅間第一軽石流

である。掘削範囲において遺構・遺物は確認されな

かった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下150 c皿までの掘削が行

われた。砂混じりの黒褐色土(100c工n)、砂層である。

掘削範囲において遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
117尼塚遺跡群4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

78糖種複線義

手`

佐久市塚原1850-1 ・ 1851-1

小林　孝弘

個人住宅

平成26年1月8目

600壷

須藤　隆司
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尼塚遺跡群4位置図(1:10,000)

立会調査
118　下県屋敷遺跡群5

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

持場

暮灘

こそ

佐久市伴野字膳棚1487-5

須田　孝也・美穂

個人住宅

平成26年2月3日

283.58壷

久保　浩一郎

羅守離農雛壇鵜雛ヤ　ー　　　　　、吉

鋤鞘東灘油井　笥下鵬鵬
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下県屋敷遺跡群5位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下110 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は宅地造成時の盛土(20cm)、旧

表土(20cm)、大形礫混じりの黒褐色土(50cm)、

粘土層である。掘削範囲において遺構・遺物は確認

されなかった。
「W…　_γ皿}〉Y人　Y〉　"〉

起案書獲た
葵は

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

謹　!

掘削状況
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立会調査
119岩村田遺跡群160

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市岩村田字丹過3151-8

市川　泰男

個人住宅

平成26年2月7日

132壷

須藤　隆司
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園田謹
書○○i璽

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。
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立会調査
120　周防畑遺跡群85

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

`

∴疹　仁

佐久市長土呂字南上北原934-1外

手塚　雅之

個人住宅

平成26年1月29日

203.36壷

須藤　隆司

㌦雄′　′

/　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ、

ヽ

¥

¥人事

∵教義厳継鵜持撫、、 ‾
ふ◆

∴二名衰′

周防畑遺跡群85位置図(1:10,000)

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下70 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
121金山遺跡7

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市跡部字子ノ神151-8

有限会社　田園不動産

建売住宅建設

平成26年2月4日

250.36壷

須藤　隆司

声塁へ　人中も
¥ `、嶋　、蒋

閣田　園
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金山遺跡7位置図(1:10,000)

立会調査
122　周防畑遺跡群86

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

//’　{　く

/

¥¥　　　　　ヾ

/　ノ

ダ/

佐久市長土呂字南上北原934-24外

株式会社　土屋ホーム

個人住宅

平成26年3月5目

247. 07 n子

須藤　隆司
や,多霊夢雪の

れ才一　が〆需圭、完売孝養

圏

園圏。
弓`完矛と
言霊重さ　　　。

周防畑遺跡群86位置図(1:10,000)

調査の結果

建物基礎工事に伴い地表下60 cmまでの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
123岩村田遺跡群161

所　在　地　佐久市岩村田字内西浦

1226-21

主　体　者　小林　俊一

開発事業名　個人住宅

調査期間　平成26年3月18目

開発面積　260.36壷

調査担当者　久保　浩一郎

写れ㌦盤、需笠㍉∵∵∴-当　　弓

出棚∴∴斗-事
/豪農禽壕
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岩村田遺跡群161位置図(1:10,000)

立会調査
124　城山遺跡1

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市勝間字城山54-3

島瀬　寛

個人住宅

平成26年3月18日

323.95壷

久保　浩一郎

斌鏡撫区

¥ ・

男3瀧費嬉禦細事

〇二I
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城山遺跡1位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40cmへ100cmまでの掘削

が行われた。堆積状況は対象地西側で表土(10へ40cm)、

黒褐色土(10へ20cm)、浅間第一軽石流である。西端部

の断面において黒褐色土層内からピット状の掘り込みが

確認されたが、遺物は確認されなかった。

対象地東側では地表下40 c皿までの掘削が行われたが、

掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・遺物は確認

されなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下45 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は盛土(15へ20cm)、旧表土であ

る黒褐色土(10cm)、黄色粘土層である。掘削範囲

において遺構・遺物は確認されなかった。

掘削状況
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立会調査
125常田居屋敷遺跡群29

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

誓言瑚〆
畿鑓手綱坤　や¥

‾)　　-　　,音、_「　_　　/(」へ　‾

.ノア/〆ヽ

佐久市長土呂字上大豆塚1932-25

井上　修

カーポート建設

平成26年3月20目

285.54壷

須藤　隆司

、へ、均抽)

へへ
i　ヽ

{ト三・種

田国電

鞠寄遊接穂轍犠∴

晶犠　　㌦　言′弓_ ¥

園田回書
蓄電下女駐韓古墳暮

嘉癌/
)∵二γ/

簾

濡下着嬉鞭

をの一書嚢電線

$番場

二子工事

/、÷　-　　-

視角ぎ綜:

〇〇〇肇9留

ま

t

常田居屋敷遺跡群29位置図(1:10,000)

立会調査
126　西近津遺跡群18喜周防畑遺跡群87

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
÷ォ一考く　よ墨、項一

細鷺♯糠を∴∴言上

佐久市長土呂字三貫畑

佐久市

公共下水道事業

平成26年3月24日

535.80壷

須藤　隆司

言争/　　　　　二葦ニ

西近津遺跡群18 ・周防畑遺跡群87

位置図(1:10,000)

調査の結果

建物基礎工事に伴い地表下50 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況

調査の結果

下水道建設工事に伴い地表下200 c皿までの掘削が

行われた。堆積状況は盛土(130cm)、浅間第一軽石

流である。掘削範囲において遺構・遺物は確認され

なかった。

掘削状況
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立会調査
127熊の堂遺跡4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

佐久市塩名田字入道878-1の一部

竹野　陽子

個人住宅

平成26年3月25目

276.93壷

須藤　隆司

¥∴∴子も∴

牽、∴//　　¥

′　　　　　　　　、、 1

//　　　ヽ

¥　ノ

i

う

i費

熊の堂遺跡4位置図(1:10,000)

立会調査
128　金井城跡7

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

“→廿、-小　畑　○

章　ノ

′費′　タa◆1○○

佐久市小田井字金井1160

株式会社　ヤッホーブルーイング

駐車場増設

平成26年3月25日

299.00壷

須藤　隆司

言寄∴　l弼轍鮒鴬

/¥不一、

_章巧　言〉三‥_ゝ_怠 :,言∴

も　　ヽ　¥

●塁審　　. ・、

萎
金井城跡7位置図(1:10,000)
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¥ /

ぐ　’ ▲

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下40 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(25cm)、黒褐色土(15cm)

である。掘削範囲において遺構・遺物は確認されな

かった。

掘削状況

調査の結果

駐車場建設工事に伴う立会調査を実施した。掘削

は表層の整地に止まり、遺構・遺物は確認されなかっ

た。

掘削状況

ー89喜

レ

∴

,

を

牽
∴
∴
「

賀
長
∵
半

田
喜
田
臆
病

↓

`

ま

じ

/

訪

・

∵

ふ

、

晴
器
は
聯

上
　
人
)

o
l
′
点
　
て
尋
{
し

圏

-

果

撃

墜

凌

ぎ

真

二

∴

∴

京

を

点

し

　

-

a

予

言

∵

バ

ノ

　

押

、
¥
言
¥

¥
¥

、
、
、
∴
∴
∴
∴
∴
」

悠

㍗

予

言

と

園
国
縫
-

織
∴
わ

構

　

′

悪
へト

∵
∴
二

㌦

華

i

ゝ

.

b

賀

意

軍

　

安

着

重

責

購

i

i

¥

ア

ユ

▲
,
《
き
、
三

/

/

　

　

　

/

′

了

寸

書
’

予

/

　

　

　

↑

-

)

　

　

　

/

　

.

/

∵
予
言
∴
雷
が
∴

ゾ
∴
　
年
∴
∴
子
守
々
∴
ケ

高

宮

常

子

㌣

-

享

へ　　　　　　、∵

/

)

　

ノ

、

尊

、

¥

-

当

字

子

牛

㌔

富

農、《

圏
関
田
圏

-

ゾ

∴

ケ

一

　

　

　

/

　

へ

∵
言
、
/
や
　
ヽ

-
喜
田
四
回

。
軍
手
:
i
き

↑

　

　

-

　

i

ず
〆

/
《
人
、
,
)
7
ノ
1
、
官
と
8
手

田
-
暁

子
、
予
、
ぶ

.
豪
富
-

㌻

…

予

言

し

∴

一
事

’

鱒
裏

●



立会調査
129藤ケ城跡4

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者
ミ　　　　　乙__一一幸

事大「、

謡

王-」「棚:

〆　一〇"…　へ工具　書き主

」デイ　∴言霊

佐久市岩村田2647-1、 2649-1

滝沢　冬美

個人住宅

平成26年3月27・28日

353. 50 I五
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立会調査
130　栗毛坂遺跡群56

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

開発面積

調査担当者

¥音、

ぺ1Q東電濠運義持

・lI

佐久市岩村田3873-6

水口　昌憲

個人住宅

平成26年3月28日

269.10壷

須藤　隆司

‾‾ -撃一堂顛簿離鵜

少∴3

鴨や書無線持鵜

案駆
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雷‡築
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/ノ

ヽ　J義∴′　/

〆∵∴ ∴当
′

〆
図
㌔∴∴∴々l　ゝ

ヽ)

栗毛坂遺跡群56位置図(1:10,000)

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下120 c皿までの掘削が行

われた。堆積状況は表土(70へ100cm)、浅間第一

軽石流二次堆積土(10~20c皿、東側のみ)、黄褐色

砂層である。掘削範囲において遺構・遺物は確認さ

れなかった。

掘削状況

調査の結果

住宅基礎工事に伴い地表下20 c皿までの掘削が行

われた。掘削は宅地造成時の盛土内に止まり、遺構・

遺物は確認されなかった。

掘削状況
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発掘調査

131芝宮遺跡群下芝宮遺跡Ⅴ

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市長土呂字下芝宮812-13

土屋　就一

個人住宅建設工事

平成25年4月23目一5月2日

26壷

冨沢　一明
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芝宮遺跡群　下芝宮遺跡Ⅴ位置図(1:10000)

調査の結果

芝宮遺跡群は佐久市長土呂地籍の田切台地上に所在する。今回、遺跡群内で個人住宅建設の計画がなされ、

93条の届出を受けて市教育委員会で試掘調査を行った。結果、遺構が検出され破壊される部分については記

録保存目的の調査が行われることとなり、下芝宮遺跡Ⅴとして文化財課により発掘が行われた。

検出遺構は竪穴住居址1軒、土坑1基、ピット4であり、出土遺物は土師器、須恵器、青磁片等であった。

以下、各遺構についての概略を記す。

H「号住居址

本址は、建設予定地の南側で住居の北半分程が検出された。住居址はカマドを北壁に持つほぼ方形の形態

で、規模は検出長さで北壁2.10m.西壁0.85m.東壁1.Omを測る。壁高さは34c皿で、ほぼ垂直に立ち上がる。

カマドを主軸とする方位はN-180　-Wを測る。カマドは袖等は検出されず、わずかに火床部がカマド中央

で確認された。なお、本址の調査深度は建設される住宅基礎の掘削範囲までとした為、床面全体を検出する

までに至らなかった。よってピット等の存在は不明である。

出土遺物は図示可能なもの14点を示した。 1は達弁文を施した青磁片で混入遺物と考えられる。 2へ4は

須恵器杯であり、 3は渦巻き状?の墨痕が確認できる。 4は5の土師器杯とかさなった状態で出土し完形で

調査区全景(北より)
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下芝宮遺跡Ⅴ調査全体図
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④

二〇一　6

2m

匪⊆通園

1層　褐灰色土(10YR4/1)しまり・粘性弱い。軽石多い。

2層　黒褐色土(10YR3/1)しまりややあり。粘性弱い。

ゆ1~2cmの軽石を多く含む.

3層　褐色土(10YR4/4)しまり・粘性ややあり。

4層　暗褐色土(10YR3/3)

しまり・粘性やや弱い。炭化物を少量含む。

5層　黒褐色土(10YR3/2)

しまり・粘性あり。床のように硬質化したブロックが

層状になる。

6層　褐色土(10YR4/6)

しまり・粘性弱い。ロームブロック主体。

7層　明赤褐色土(2.5YR5/8)

しまり・粘性弱い。さらさらした焼土層。

園

星団

}、 :声詰軽震等言
、} 」、へ一▲九重"鴫一一

10

施粕範囲　臆■　須恵器断面

Hl号住居址

-92-

1~11・13・14(1:4)

黒色処理〃研磨範囲

ー<

-

　

白

日

‖

‖

V

椅
調
0
1
“
〇
〇

2

　

2

1

　

　

.

.

酬
‖
‖

の
Ⅷ
○
山
軸



ある。体部外面に「田平」と読める墨書と焼成後に書かれたヘラ文字で「未」が確認できる。 5は土師器杯

でほぼ完形である。外面に渦巻き状の墨で書かれた記号があり、内面は丁寧なミガキによる放射状の暗文が

施されている。 6と7は土師器椀と考えられいずれも内面を黒色処理を施している。 8と9はいわゆる武蔵

型の土師器馨である。 10は須恵器藷の胴部破片であり、取っ手が横方向にのびるタイプと考えられる。 11は

須恵器輩の頸部で櫛描波状文が施文されている。 12は刀子の一部と考えられる。 13と14は磨り石である。

本址はこれらの出土遺物から9世紀前半の所産と考えられる。
Hl号住居址出土遺物観察表

No. 舒ﾘ霻�器形 囘�|｢�剞ｬ形m調整 剩�l 偬�7��x犬�
口径(長) �.ｨﾆ��%｢��器高(厚) �>�l｢�外面 

1 ��(鶻�碗 ��ｲ�ー �｢�ロクロ �$)]兌b�破片実測 佶���

2 ��ｸﾆ(ｮﾒ�杯 茶�"綯��(5.0) 茶B絣��ロクロナデ �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�回転実測 曝ｾb�

3 ��ｸﾆ(ｮﾒ�杯 ��ｲ�ー ��ｲ�ロクロナデ �8ﾘ4�8ﾘ4�6�6h�Yf顋��破片実測 曝ｾb�

4 ��ｸﾆ(ｮﾒ�士不 ��B繧�6.0 釘綯�ロクロナデ �8ﾘ4�8ﾘ6�6h�Y.ｩYH嚢��5ﾘ鏈���Xﾜr����Xﾘ���完全実測 ��

5 �7倡Hｮﾒ�杯 ��2紕�5.9 釘�2�ヘラミガキ・暗文・黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h�Y.ｩYH訷鰄+�-h8�5�5��8ｨ�Yf顋��完全実測 ��

6 �7倡Hｮﾒ�椀 茶�R綯��- ���B綛�"�ヘラミガキ・黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�回転実測 曝ｾb�

7 �7倡Hｮﾒ�椀 ��ｲ�(6.8) ���"繆�"�ヘラミガキ・黒色処理 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�回転実測 曝ｾb�

8 �7倡Hｮﾒ�馨 茶�r綯��- ���R�(�"�ヘラナデ �7x8�5�5�8｢�回転実測 �4ｨ7ﾘ6��

9 �7倡Hｮﾒ�蓬 ��ｲ�- ���R�8�"�ヘラナデ �7x8�5�5�8｢�回転実測 曝�XuXｾb�

10 ��ｸﾆ(ｮﾒ�襲 辻�- ��ｲ�ロクロナデ �8ﾘ4�8ﾘ6�6h�Y¥�ﾗ9$�*ｸ�X7x8�6�6h�R�F8詹5ﾉWB�破片実測 ��

11 ��ｸﾆ(ｮﾒ�馨 ��ｲ�ー 辻�ロクロナデ �8ﾘ4�8ﾘ6�6h�Xｿ儼�Fx�9[b�断面実測 ��

12 仞����ｹV��刀子 ���"繆�"�〈1.1〉 �����(�"�両端欠損・木質付着・茎部? � 曝ｾb�

13 ��隶ﾒ�軽石製品 迭���3.5 �"綯�正面、右側に磨り面 � 曝ｾb�

14 ��隶ﾒ�磨石 ���絣�8.0 迭纈�下側面に磨りあり � �Xｾb�

D「号土坑

本址はH l号住居址と重複関係にあり、本址の方が古い。形態は楕円形で、規模は長軸0.7m ・短軸0.4m、

深さは北側で0.53m測る。出土遺物はなかった。

D l号土坑全景

Pit計測表

No, 佝��B�長径 �%ｨﾆ��深さ 

Pl �霹��0.15 ������0.29 

P2 �霹��0.12 ����B�0.25 

P3 �霹��0.13 ������0.26 

P4 �霹��0.13 ������0.17 

調査風景

732.6m

o　　(1‥80)　　2m

1層　黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性弱く、 d l~2cmの軽石粒子多い。

2層　黒色土(10YR2/1)しまり弱く、粘性あり。 O3→4cmの軽石粒了一多い。

3層　暗褐色土(10Y量子3/4)しまり・粘性弱い。

-93-
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発掘調査

132　深堀遺跡群深堀遺跡Ⅷ

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市瀬戸3498-1

小池　充

個人住宅建設工事

平成2 5年5月27日

39.3壷

冨沢　一明
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ふふふ　　ノ/うそっ

深堀遺跡群　深堀遺跡Ⅷ位置図(1:10000)

調査の結果

深堀遺跡群は佐久市瀬戸地籍の台地上に所在する。平成10へ12年に、区画整理に伴い49400壷の発掘調査

が行われ、佐久地域では古い段階の弥生中期栗林期集落が調査されている。今回遺跡群内で個人住宅の建設

が計画され、 93条の届出を受けて市教育委員会で試掘調査を行った。結果、遺構が検出され破壊される部分

については記録保存目的の調査が行われることとなり、深堀遺跡Ⅷとして文化財課により発掘が行われた。

検出遺構は竪穴住居址1軒、土坑1基、ピット1であり、出土遺物は縄文土器片、古銭などであった。以

下、各遺構についての概略を記す。

H「号住居址

本址は、建設予定地の南西コーナーで一部が検出された。検出位置より平成10年度に行われた試掘調査で

確認された遺構と考えられる。しかし、今回の住宅建設による基礎掘削深さは、計測の結果、本遺構を破壊

しないことが判明したため、遺構確認のみに止まった。

D「号土坑

本址は、建設予定地の南側で一部が検出された。本址もHl号住居址と同じように掘削が本遺構を破壊し

ないことが判明したため、遺構確認のみに止まった。

P「

本址は、建設予定地の東側で確認された。計測の結果、掘削深さが遺構を破壊するため記録保存目的の発

掘調査を行った。形態は円形で、規模は径60c皿・深さ7c皿を測る。出土遺物は無かった。
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発掘調査

133　岩村田遺跡群西一本柳遺跡ⅩⅩ工

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田字樋田1801-3. 1801-5

内藤　隆

個人住宅建設工事

平成2 5年7月26目~8月1目

110請

冨沢　一明
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岩村田遺跡群　西一本柳遺跡ⅩⅩ I位置図(1:10000)

調査の結果

岩村田遺跡群は佐久市岩村田地籍の湯川右岸段丘上に所在する。今回、遺跡群内で個人住宅建設の計画が

なされ、 93条の届出を受けて市教育委員会で試掘調査を行った。今回の計画では建物基礎に表層地盤改良が

行われるため、遺構が検出され破壊される部分については、記録保存目的の調査が行われることとなり、西
一本柳遺跡ⅩⅩ Iとして文化財課により発掘が行われた。

検出遺構は周辺部の調査事例で発見された溝につながると考えられる溝状遺構2本であり、出土遺物は土

師器、弥生時代中期と後期の土器、石器が出土した。以後、検出遺構及び出土遺物についての概略を記す。

弥生時代後期の遺構

S二1/1000

岩村田遺跡群　西一本柳遺跡ⅩⅩ I調査全体図
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M 「号溝状遺構

本址は調査区北側で検出された。溝は東西方向にのび、やや北西側に傾いている。形態は逆台形

状を呈する。今回の計画では地盤改良工事が影響を及ぼす部分までの調査であり、溝深さは地表下
70cmまでの調査となっている。検出された部分での遺構規模は長さ10.6m.最大幅3.92mを測る。

出土遺物は、覆土中を中心に土器や石器が出土した。特に中層からは古墳時代中期の土器がまと

まって出土し、土器のなかには二次焼成を受けたものもみられた。図示した1→8と19へ24が本址

から出土した。 1は、壷である。ほぼ完形であり、溝中層から正位に置かれたような状態で出土し

た。 2は鉢であり、 4と同一個体の可能性がある。 3は小型馨である。 4は単孔の甑底部である。

5へ7は高杯の軍部と脚部である。いずれも丁寧な暗文が施されている。 8は弥生後期、箱清水式

の馨であり、土層断面図の第7層下部から出土した。全体の2/3程が残存している。 19と20は石製模

造品と考えられ、 19は剣、 20は未成品で片面に穿孔の痕跡が確認できる。 22は顕著な磨り面が確認

できる石器で、大型の砥石か台石と考えられる。 23と24は成形痕がある大型の川原石である。

今回の調査では本址から古墳時代中期の遺物が中心となって出土している。しかし、周辺部の調

査事例からMl号溝は、覆土中層に古墳時代の遺物がまとまって出土する箇所が確認されており、

今回もこれらと同様の事例と考えられる。よって本址は覆土下層から出土した弥生馨の示す時期で

あり、所産時期は弥生後期と考えられる。

M 2号溝状遺構

本址はM l号溝状遺構の南側に併走するような状態で検出れた。検出部分の規模は、検出長6.92
m、最大幅1.54m、深さ確認面から0.75mを測る。溝底面の飛行差はほぼ平坦であるが東側がわず

かに11c皿程高くなっている。溝の断面形状はV字状であり、人が歩きづらい状態であった。覆土堆

積は自然であったがローム土を含む土はいずれも南側から流れ込んだ状態を示し、溝掘削の土が南

側置かれ土塁状の遺構を成していたとも考えられる。

本址からの出土遺物は非常に豊富で、特に土器に関しては、完形に近いものが溝がある程度埋ま
った状態で破棄されたような出土状態であった(写真図版参照)。出土遺物は9へ18と25へ31を図示

した。 9へ13は壷であり、 9へ12は単節縄文とヘラガキ沈線文により施文されている。 13は赤彩さ

れた壷であり、口縁部を一部欠損すがほぼ完形である。丁寧なヘラミガキが施されている。 14.17.

18は馨である。 14は底部を欠損するが他の部位はほぼ完形である。 16は鉢と考えられる。 15は壷の
一種と考えられるが管見に触れない器形である。底部は欠損するが胴部中位に単節縄文を地紋とし

てヘラガキによる横線文と山形文を施している。口縁部は丁寧なミガキと赤彩が施されている。 25

は土製円盤で馨胴部の転用品と考えられる。 26は石鎌で切先を欠損する。 27へ29は磨り石と考えら

れる。 30は平坦面の両方に窪みがあの、凹石である。 31は銅製品であり、覆土上層で検出され、混

入品と考えられる。草花の文様が押し出しで表されており、箸の一部と考えられる。本址はこれら

∴二二二言・∴∴.音.∴ ∵“弼醗葦　馨韓国醗

琵繋

轟.-註・轟
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発掘調査

134　長土呂遺跡群下餌袋遺跡

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市長土呂638-2

佐藤　和久

個人住宅建設工事

平成25年7月16日へ17日

30.3壷

冨沢　一明

、∴ヽ∴∴・当

〇〇〇四

三三三三塁三
ヽイ′ノ

ーす/_ノ

ふふふ二~二一㌢杉㌢〆;

長土呂遺跡群　下餌袋遺跡位置図

調査の結果

長土呂遺跡群は佐久市長土呂地籍の田切台地上に所在する。今回、遺跡群内で個人住宅建設の計画がなさ

れ、 93条の届出を受けて市教育委員会で試掘調査を行った。結果、遺構が検出され破壊される部分について

は記録保存目的の調査が行われることとなり、下餌袋遺跡として文化財課により発掘が行われた。

検出遺構は溝状遺構1本と旧流路であり、出土遺物は弥生中期の栗林式土器等があった。以下、検出され

た遺構について概略を記す。

M 「号溝状遺構

本址は、建設予定地の東側で検出された。溝状遺構は後世の耕作による撹乱が激しかったが、規模は検出

長8.04m、最大幅0.75m、最小幅0.43mを測る。断面形状はV字状で、覆土は自然堆積であった。また北側

は地形の影響か徐々に浅くなり確認できなくなる。溝底面の高低差は検出された南側端よりも北側端が0.28

m高かった。

本址からの出土遺物は小片の土器が多かったが3点を図示した。 1は馨の口縁部破片で、口唇部に刻みを

施し、頭部には櫛描連簾状文が施されている。 2は馨の口縁部で、全体にあらいナデ状の痕跡がある。器厚

が非常に薄く特徴的である。 3は馨の胴部破片で、櫛描波状文が施される。 4は表層より出土し、高杯の脚

部と軍部の接合部分である。 1から3は弥生中期後半の栗林式土器の範疇で捉えられ、これらの出土遺物よ

り本溝は弥生中期の所産が考えられる。

調査地点近景(奥に見える松林が千田酒造) 調査全体図
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発掘調査

135　枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Ⅹ

所　在　地

主　体　者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田字塚本1299-5

鷹浦　邦治

個人住宅建設工事

平成25年8月28日~30日

75壷

冨沢　一明
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枇杷坂遺跡群　円正坊遺跡Ⅹ位置図(1:10000)

調査の結果

枇杷坂遺跡群は佐久市岩村田地籍の田切台地上に所在する。今回、遺跡群内で個人住宅建設の計画がなさ

れ、 93条の届出を受けて市教育委員会で試掘調査を行った。結果、遺構が検出され破壊される部分について

は記録保存目的の調査が行われることとなり、円正坊遺跡Ⅹとして文化財課により発掘調査が行われた。

検出遺構は竪穴住居址9軒以上、土坑1基であり、出土遺物は弥生土器、土師器、須恵器等であった。以

下、一部調査を行った各遺構についての概略を記す。

H「号住居址

本址は、建設予定地の西側で検出された。住居址の南西コーナー部分のみの検出であった。遺構掘削深度

は23c皿で、 H2号住居址よりも古い。図示した2の壷は南壁よりから出土した。本址は弥生後期の所産と考え

られる。

H2号住居址

本址は、建設予定地西側で検出された。北壁中央でカマド煙道掘り込みと考えられる部分が検出された。

規模は西壁3.5mを測る。住居掘り込み11c皿まで調査を行った。出土遺物は図示した7の須恵器杯があり、本

址の所産は8世紀代と考えられる。

H3号住居址

本址は、建設予定地南西コーナーで検出された。住居址の北西コーナー部分の検出で、住居掘り込み23c皿

まで調査が行われた。北壁際にピットが2か所検出された。

D「号土坑

本址は建設予定地南側中央で検出された。形態は不整形で、長軸は検出長さで1. 8mを測る。
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円正坊遺跡Ⅹ出土遺物実測図

÷∴二

∠二> 9
1へ9(1:4)

10(1:2)

赤彩範囲　■　須恵器断面

第1表　円正坊遺跡Ⅹ出土遺物観察表

N0. ��Y¥｢�器撞 剿@　　霊 劔剞ｬ形・調整・文様 劔推定値()残存値く　〉 

口径(長) 剪鼬a(幅〉 刳寘�(厚) 剴焉@　面 劍､�����l｢�鯖　　考 剌o土位置 

1 冢ﾙ�b�壷 �(26.4) 凵[ 凾ｭ14.3〉 剏精助買~ガキ→赤彩 劍7x8儼����i[ﾘﾗ9�ﾉ[b�回転実測 刄gレンチ1 

2 冢ﾙ�b�二王二 亜 凵[ �9.0 凾ｭ28.9〉 刄~ガキ→口縁赤彩 劍ｿ儼���i[h�X7x8儼����i[ﾘﾗ9�ﾉ[b�完全実測 僮Il 

3 冢ﾙ�b�高杯 �(14.3) 凵[ 凾ｭ6.3〉 刄wラミガキ 劍7x8�7�4ｸ4ﾈ�ｸ��7x8�5�5�8｢�回転実測 刄gレンチ5 

4 冢ﾙ�b�南部 凵[ 凵[ 凵q6.盆 刄~ガキ→赤彩　脚部ナデ 劍7�4ｸ4ﾈ�ｸ���Hﾜ｢�完全実測 刄gレンチ3 

5 冢ﾙ�b�襲 凵[ 凵[ 凵[ 刄~ガキ 劍ｿ儼��ｨ�9[b����鉅-��Xｿ儼���i[b�断面実測 刄gレンチ1 

6 冢ﾙ�b�二王二・ 亜 凵[ �5.8 凵q3.D 刄~ガキ 劔;yYH7�4ｸ4ﾈ��.ｩYH6�6b�完全実測 刄gレンチ1 

7 ��ｸﾆ(ｮﾒ�士不 �(13.2) �(8.3) �3.5 刄鴻Nロナデ 劍8ﾘ4�8ﾘ6�6h�ｸ��.ｩYH��5ﾘ鏈��.夷8��5ﾘ-h8�5�5�8｢�回転実測 僣2 

8 �7倡H��カワラケ �(9.0) �(7.0) �1.4 刄鴻Nロクナデ 劍8ﾘ4�8ﾘ6�6h��.ｩYH鏈��.��回転実測 刄gレンチ4 

N0. 舒ﾘ����霻���h����ﾝ��俐Y�Y+r�俐Y�YYﾒ�俐Y�Xﾏ｢�偬H��6B�所　　　　　　見 劍�7�ｩ'R�

9 吁�*ｹ�����隶ﾒ���B�"�唐縒�釘�"�鉄C��"�上部縁辺に敲打痕 剳�2�

10 兒xｾ��仞����ｹV�����"繆�"������(�"������3X�"����b����"�ほぼ完形、茎部に木質残る 剩�"�

今回の調査で図示可能な遺物は上記の10点であった。弥生後期の箱清水式土器が主体である。 1と2は壷

である。いずれも赤彩が施されている。 2はHl号住居址から出土した。口縁部わ欠損するほかはほぼ完形

である。 3と4は高杯と考えられる。いずれも丁寧なミガキの後に赤彩が施されている。 5は馨の口縁部で

櫛描斜走文が施されている。 6は壷の底部と考えられる。 7は須恵器の杯でH2号住居址から出土した。 8

は所謂カワラケであり、胎土はよく精錬されている。 9は敲き石で、 10は銅製品と考えられ、片面に研磨痕

が確認できる。片側は欠損しており縁辺はかまぼこ状に膨らんでいる。仏像の光背部分とも考えられるが確

証をえない。

以上、今回の調査は個人住宅建設に先立っ発掘調査であり、建物基礎と擁壁で破壊される部分で掘削深度

が遺構に影響を及ぼす部分のみの調査であった。そのため、各遺構は建物基礎下に保存される部分があり、

調査成果もおのずと限界があった。しかし、周辺部の調査事例と同じく弥生後期の箱清水期の集落が広がる

ことと、南側の調査成果である中世の遺構群の広がりもカワラケ等の出土で推測でき、円正坊遺跡の性格付

けにまた新たな資料の提供となった。
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No. �(���X��kﾂ�所在地 丶ｩJﾘ益�ﾈ�"�開発事業名 �+(ﾛ瑛ｩ����-鋳�開発面積 (壷) 兢ｸﾎﾂ��ｹ'R�調査期間 儖Xﾖﾂ�

l ��ﾉ�Hﾜ��)�S�R�岩村田 乂xﾕｩd��Y�佛ｸｧx���学校建設 ���經��373.75 倩霪��H25.5.31・6.6 ��

2 倬ｹJ�)�Xﾅ����猿久保 �7仆H������集合住宅 �#�"����1,986.00 倩霪��H25.4.30 ��

3 倆i,ｸ�)�Xﾅ�#��安原 俘.�hﾔﾈ爾�集合住宅 �#3偵���1,478.00 倩霪��H25.4.25 ��

4 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��CB�岩村田 �H���躡���個人住宅 ��偵c��305.63 倩霪��H25.4.11 ��

5 �+y7刋8�)�Xﾅ�C��長土呂 �4x7H78�ｸ櫁ﾎﾈ5H�ｸ7(5ｈｩB��高齢者複合施設 �3#�繝��1,477.76 倩霪��H25.4.15・16 偖ｨｸ�ﾈ�Xﾄ�zx�Y7儘"�

6 仞��(�)�Xﾅ�R�跡部 忠tﾂ�68��W9:韃��宅地造成 �3�"����2,410.00 倩霪��H25.4.22・23 偖ｨｸ�ﾈ�X786(6r�

7 仞��(�)�Xﾅ�b�跡部 宙ｩB�i�(蝌ｼb�ガソリンスタンド建設 �33R����2,976.00 倩霪��H25.4.24・25 ��

8 俘(蹣*ﾈ�)�Xﾅ����瀬戸 倆�檠Y�9d��Xﾛ(ｷhｧx��児童福祉施設 ��sR經��1,517.02 倩霪��H25.5.30 ��

9 ��ﾈｽ�,8�)�Xﾅ��b�長土呂 亊ｸ�(��ﾅｸ自��賃貸住宅 鼎2�#��440.10 倩霪��H25.5.24 偖ｨｸ�ﾂ�

10 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��CR�岩村田 ��Y���饑�5H�ｸ7(5ｈｩB��店舗 �#�偵c��1,550.58 倩霪��H25.6.21・24 偖ｨｸ�ﾈ�Xﾖ��

11 �(hｾ�皐�)�Xﾅ��r�小田井 俘(ｻIW�ﾔｲ�集合住宅 鼎2�#��393.00 倩霪��H26.1.14 ��

12 儁H夐��)�Xﾅ�#B�中込 宙ｩB�8(8ｨ4ﾂ�店舗 �#c"紊��1,958.00 倩霪��H25.6.6・7 ��

13 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��Cb�岩村田 乂韃(��ｫ)&｢�集合住宅 涛r�#��527.79 倩霪��H25.6.20 偖ｨｸ�ﾈ�Y7儘(�Xﾖ��

14 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ��2�岩村田 �H���椹&｢�戸建賃貸住宅 都�紊��401.55 倩霪��H25.8.27 ��

15 ��ﾈｽ�,8�)�Xﾅ��r�長土呂 �7�����9�ﾂ�集合住宅 �#������537.23 倩霪��H25.7.22・23 偖ｨｸ�ﾈ�Y7儘(�X786(6r�

16 兌ﾘ棠(h夐W闔"��Xﾅ��R�平賀 冩n�h����[ﾒ�個人住宅 �#偵���370.00 倩霪��H25.6.26 ��

17 俯Xｼ�.�ｨ�)�S2�臼田 做�ｻ9d��ﾎ<�H魎�霊苑開発 ��ﾃ�#偵�R�9,527.00 倩霪��H25.11.22へ 12.6 �7儘(�X786(6r�

18 亶ｸ,ﾉ��)�S2�塚原 俚(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路建設 �#R�"�765.10 倩霪��H25.11.18 ��

19 ��Y=驂x�)�S2�田口 俚(ｷh�2�道路建設 �#��2�3,300.00 倩霪��H25.12.16 ��

20 ��x.�)�S��塚原 傅ﾉnﾎ�h��+ﾉdb�集合住宅 �#Cr絣�1,953.00 倩霪��H25.7.29・30 ��

21 �>ﾈｷi]ｸ�Xｸ��｢��)�S"�中小田切 俚(ｷi&饑ｸ駟k���農道整備 ��ﾃ�s����13,752.00 倩霪��H25.8.5へ9 ��

22 ��Y,ｸ�)�S�B�中込 俚(ｷh�2�道路建設 �#�R絣�8,000.00 倩霪��H25.7.16・18、 11.25・26 ��

23 冤.�h�)�Xﾅ�b�根々井 俚(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路建設 ������1,018.00 倩霪��H25.11.7・8 偖ｨｸ�ﾂ�

24 倆i,ｸ�)�Xﾅ�#��新子田 冉ｸﾋH��个�集合住宅 都2綯�303.39 倩霪��H25.9.3 ��

25 假ﾉf雨�)�Xﾅ�sB�長土呂 �ｨ4h6ｸ�X6X4(�X6X4(�X6�5(8)+ynﾂ�迚5��移動通信用 基地局 鼎"���241.47 倩霪��H25.9.5 ��

26 俎)�Hﾌ闔)�Xﾅ�2�志賀 �5ﾈ7H6x6�984�8(6�488ｸx｢�移動通信用 基地局 湯���9.00 倩霪��H25.11.14 ��

27 ��XﾋH�)�S"�甲 兀(6x�ｸ4��宅地造成 ��cR綯�1,156.00 倩霪��H25.9.27 ��

28 ��ｹg����S"�中込 �ｨ,ﾘ-ﾈ�謦�店舗建設 ��#����1,857.89 倩霪��H25.9.26 ��

29 凉ﾈ,ﾉm�)�Sr�中込 忠tﾂ�68��W9:韃��宅地造成 �#湯�2�2,397.24 倩霪��H25.9.30・10.1 ��

30 �(hﾋH�)�S��甲 �(n�im"�個人住宅 �3ゅ��330.51 倩霪��H25.10.7 ��

31 凉ﾈ,ﾉm�)�S��中込 筈�ﾛ(ｷi�8ｭHxｨ4�8�6(4��宅地造成 �3#2紕�2,411.65 倩霪��H25.11.7・8 ��

32 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��Cr�岩村田 �ｨ7�6�7��店舗建設 ��澱���l,103.00 倩霪��H25.12.2 偖ｨｸ�ﾈ�Xﾖ��

33 ��Y,ｸ�)�Xﾅ��R�中込 宙ｩB�5ｨ�ｸ7X4�92�店舗建設 田r�"�421.38 倩霪��H25.11.11 ��

34 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��C��岩村田 俚(ｷh�2�便所改築 �#B���1,597.00 倩霪��H25.12.18 ��

35 ��Y,ｸ�)�Xﾅ��b�中込 �ｨ5ｨ7X98488ﾈ7X98�X5x887�92�店舗建設 釘���1,525.73 倩霪��H25.12.5 ��

36 假ﾉf雨�)�Xﾅ�sR�長土呂 �+ynﾈﾊr�農業高校 堆肥舎建設 鼎R���1,350.00 倩霪��H25.12.17 ��

37 ��8揵[ﾘ�)�SB�岩村田 俚(ｷh�2�遊具改修 唐���200.00 倩霪��H26.3.10 ��

38 儁H夐��)�Xﾅ�#R�猿久保 �ｨ7�5�4ｨ8ｲ�事務所建設 �#B���680.88 倩霪��H25.12.26 ��

39 假ﾉf雨�)�Xﾅ�sb�長土呂 俚(ｷh�2�児童館建設 �#S����1,800.00 倩霪��H25.12.19・20 ��

40 冢ﾉF霪X�)�Xﾅ��B�猿久保 俚(ｷh�2�道路建設 ���2���1,575.00 倩霪��H25.12.1十㌧13 �7儘(�Xﾖ��

41 ��Y,ｸ�)�Xﾅ��r�中込 �ｨ688ｸ6��店舗建設 �#sb絣�3,869.93 倩霪��H26.1.7・8 ��

42 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��C��岩村田 兀(.ﾘ+ﾘ."�事務所建設 都�紕�710.23 倩霪��H26.1.16 俟��

43 假ﾉf雨�)�Xﾅ�sr�長土呂 俚(ｷh�2�道路建設 �#sr���4,989.00 倩霪��H26.3.10へ12 偖ｨｸ�ﾈ�Y7儘"�

44 �:�9h���S2�岩村田 俚(ｷh�2�小学校改築 都釘絣�23,552.22 倩霪��H26.3.19へ28 偖ｨｸ�ﾈ�X憺�)^h�Xﾖ��

45 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ�ィ�佐久平南 俘y:���4��ｸ5h8893R�店舗建設 都R紕�940.57 倩霪��H26.3.61 ��

46 俑ｨ��Hｸ�餮���)�Xﾅ�R�根々井 ��$ｨ��(�;��個人住宅 �#2���794.26 倩霪��H26.3.7 ��
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47 假ﾉf雨�)�Xﾅ�s��長土呂 俘(ｻH��XｯIOﾂ�個人住宅 ��259.89 凛x橙�H25.4.2 ��

48 �,ｸﾋH夐W�5�"��Sr�平塚 俑�鯖|��Xｴﾘ���X蟹��個人住宅 ��434.66 凛x橙�H25.4.4 ��

49 兌ﾙ�闔)�S��協和 ��9nﾉ5xﾕ��農機具庫 ��40.00 凛x橙�H25.4.8 ��

50 �H����Vﾈ�8,ﾈﾋH�"��Xﾅ�8�9+xﾞ(�)�Xﾅ�"�横根 俚(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路補修 ��5,081.00 凛x橙�H25,4.11 ��

51 ��ﾈ自z),ｲ��)�Xﾅ��2�平塚 �ﾈﾋHｴ(贅�個人住宅 ��333.54 凛x橙�H25.4.19 ��

52 仞�皐���Sb�小田井 �'ﾉ>�4��個人住宅 ��564.00 凛x橙�H25.15・16 ��

53 俎)�Hﾌ闔)�Xﾅ�B�内山 俚(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路補修 ��3,642.00 凛x橙�H25.4.16・ 5.13・14 ��

54 假ﾉf雨�)�Xﾅ�s��長土呂 宙ｩB�7��7ｨ�ｸ8��個人住宅 ��285.95 凛x橙�H25.5.17 ��

55 丶9�ﾝﾙ'(�)�S2�志賀 儁��永iu��個人住宅 ��542.69 凛x橙�H25.5.7 ��

56 ��ﾘﾚｨ��)�SR�小田井 侘ｹ,ｸ+8.(���個人住宅 ��244.40 凛x橙�H25.4.22 ��

57 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��S��岩村田 乂�68�(���個人住宅 ��687.46 凛x橙�H25.5.21 ��

58 ��Y,ｸ�)�Y�ｳ���中込 亳Ykﾈ��ﾔx���個人住宅 ��333.52 凛x橙�H25.4.25 ��

59 假ﾉf雨�)�Xﾅ����長土呂 ��9�ﾈ��鐱yﾒ�個人住宅 ��397.92 凛x橙�H25.5.17 ��

60 舒)�ｩ68�)�Y�ｳ�S��岩村田 傴ﾉ68��ｮ靫ﾂ�個人住宅 ��264.70 凛x橙�H25.6.3 ��

61 豫�伜(ﾝI�S��内山 冩n�hﾅﾈ���個人住宅 ��259.73 凛x橙�H25.5.13 ��

62 ���ｨ�)�SR�臼田 �H�ｴﾙEh�YYb�個人住宅 ��112.76 凛x橙�H25.5.27 ��

63 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��S"�岩村田 亶��ﾈ��^�ｯ2�個人住宅 ��225.12 凛x橙�H25.6.13 ��

64 �陜x�(���S��勝間 ��ﾉ�ｩW�Wh�Y6�育ﾒ�個人住宅 ��360.44 凛x橙�H25.6.20 ��

65 �,ｸﾋH夐W�5�"��S��平塚 冏�>��(���個人住宅 ��598.00 凛x橙�H25.6.14 ��

66 假ﾉf雨�)�Xﾅ����長土呂 �(iz(.h+X���個人住宅 ��193.42 凛x橙�H25.6青11 ��

67 假ﾉf雨�)�Xﾅ��"�長土呂 ��9nﾈﾋ8ﾔr�個人住宅 ��665.25 凛x橙�H25.7.31 ��

68 佻ﾉ6ﾉ�8�)�Y�ｳ"�香坂 宙ｩB�:�ｪｨﾉｩ�ﾒ�太陽光発電施設 ��32,000.00 凛x橙�H25.11.6 ��

69 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��S2�岩村田 �>�g��ﾙu��Xﾛ)�����個人住宅 ��274.68 凛x橙�H25.8.6 ��

70 ��ｸ,ﾈ岑�)�S2�前山 冤駑溢��個人住宅 ��335.24 凛x橙�H25.7.4 ��

71 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��SB�岩村田 們(ﾞ�4��Y=�,8���個人住宅 ��308.76 凛x橙�H25.7.10 ��

72 冏ｸｻﾙ(ifｹ�H�"��S��志賀 ���,8ﾔﾈｴ��個人住宅 ��315.03 凛x橙�H25.7.8 ��

73 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��SR�岩村田 夫�&VﾆW746宥��ﾆ�ﾖ匁xx｢�無線基地局 ��0.60 凛x橙�H25.7.29 ��

74 ��ﾙ68ｸ�餮闔"��Y�ｳ#B�長土呂 倅�冰H���Xﾝ引��個人住宅 ��246.16 凛x橙�H25.8.23 ��

75 ��Y=驂x�)�SB�田口 �ﾈﾋH諟ﾔr�個人住宅 ��522.48 凛x橙�H25.8.20 ��

76 侈�ﾋｸ�(�)�Xﾅ�R�矢島 俚(ｷh�2�道路改良 ��152.00 凛x橙�H25.10.7 ��

77 �+yk�,ｸ�)�S��野沢 侏Hｧ域ﾘ�YtiOﾂ�個人住宅 ��207.72 凛x橙�H25.8.19 ��

78 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��Sb�岩村田 僮)����nr�個人住宅 ��291.40 凛x橙�H25.9.5 ��

79 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��Sr�岩村田 俘)ohｶxﾔb�個人住宅 ��110.02 凛x橙�H25.8.14 ��

80 �+y7刋8�)�Xﾅ�C��佐久平 駅北 夫�&VﾆW746宥��ﾆ�ﾖ匁xx｢�無線基地局PC柱 ��0.50 凛x橙�H25.8,21 ��

81 假ﾉf雨�)�Xﾅ��2�長土呂 �+y$ｩ�ﾈ��_ﾉEb�個人住宅 ��320.00 凛x橙�H25.9.11 ��

82 估h,ﾉ;��)�S2�鳴瀬 �ｹ694��X,h+Xﾕﾒ�個人住宅 ��264.69 凛x橙�H25.9.6 ��

83 估冦�ﾞ(�)�Xﾅ��2�岩村田 俚(ｷh�2�公共下水道 ��194.70 凛x橙�H25.11.13・15・ 19・22、12.3 ��

84 �;�5�)�SB�塚原 俚):�ｫ)Tb�個人住宅 ��270.00 凛x橙�H25.10.10 ��

85 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��S��岩村田 伜)>���甸�個人住宅 ��58.67 凛x橙�H25.10.31 ��

86 佩I;��)�S��内山 俚(ｷh�2�水路敷設 ��23.00 凛x橙�H25.10.23 ��

87 �H�8�)�S"�下越 俚(ｷh�2�水路敷設 ��155.00 凛x橙�H25.11.15・18 ��

88 刎�68�)�S"�瀬戸 �ｹ�h毎､ｩJﾒ�太陽光発電施設 ��9,750.00 凛x橙�H25.11.18 ��

89 �ｨﾊx夐W���)�Y�ｳB�伴野 冦�>����k��個人住宅 ��787.00 凛x橙�H25.11.11 ��

90 儘ﾉ�ﾈﾋH�)�S��田口 �5ﾈ7H6x6�984�8(6�488ｸx｢�無線基地局 ��2.25 凛x橙�H26.1.15 ��

91 舒)�ｩ68�)�Y�ｳ�S��岩村田 傴ﾈ侭u8���擁壁・車庫建設 ��34.49 凛x橙�H25.10.25、 11.1 ��

92 冉ｹz��)�Xﾅ�B�伴野 �+ynﾈﾙ�;倬ik���工事用道路建設 ��825.00 凛x橙�H25.10.8、 H26.3.24 ��
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93 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ�コ�岩村田 傅ﾈｪｩ�Y�ﾒ�個人住宅 ��637.00 凛x橙�H25.11.25 ��

94 倆i,ｸ�)�S��蕀,ｹ-�68�)�S"�臼田 �ｹ68��mｨﾋ8�X源68楮謦�個人住宅 ��452.32 凛x橙�H25.11.11 ��

95 剋O塚 ��I�Y~x甸�個人住宅 ��30生55 凛x橙�H25.12.9 ��

96 几H圷���S��田口 俚(ｷh�8踵hY78�8�R�thﾔI78�9�Y��ｺh橙�石像設置 ��0.40 凛x橙�H25.11.5 ��

97 ��ﾙ68ｸ�餮闔"��Xﾅ�#R�長土呂 �萎(ﾔiWb�個人住宅 ��405.25 凛x橙�H25.11.8・19 ��

98 ��ﾙ68ｸ�餮闔"��Y�ｳ#b�長土呂 俘(ｻH��謦�個人住宅 ��341.93 凛x橙�H25.11.8 ��

99 �(hｾ�皐�)�Xﾅ����小田井 �ｨ+X/�+�*"�フェンス設置 ��135.00 凛x橙�H25.11.26 へ12,27 ��

100 ��ﾙ68ｸ�餮闔"��Y�ｳ#r�長土呂 �H�8�2�個人住宅 ��285.65 凛x橙�H25.11.28 ��

101 假ﾉf雨�)�Xﾅ�ィ�長土呂 �ｩ7��7ｨ�ｸ8��個人住宅 ��233.66 凛x橙�H25.12.9 ��

102 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ�ッ�岩村田 俚(ｷh�2�市営団地解体 ��1,445.48 凛x橙�H25.12.2・ 3・6・17・20 ��

103 册ﾘﾈ����SB�望月 �?ｩgｹ_ｩ�xｺh橙�+ynﾉ_ｩ�xｼr�放送設備撤去 ��112.00 凛x橙�H25.12.9 ��

104 ��5�)�S��塚原 俚(ｷh�2�公共下水道 ��12,795.50 凛x橙�H26.1.28・29・ 31、2.3・5 ��

105 ��Y�(夐W闔)�S2�大沢 俚(ｷh�2�道路改良 ��670.00 凛x橙�H25.12.16 ��

106 ��Y(i�(�)�SB�大沢 俚(ｷh�2�排水路改修 ��280.00 凛x橙�H26.1.21 ��

107 ��ﾈ,ﾉ*8�)�S2�小宮山 俚(ｷh�2�排水路改修 ��390.00 凛x橙�H26.2.4 ��

108 册ﾘﾈ����SR�望月 �ｨ6X8ﾈ7)�ﾘ�"�埋設ケーブル撤去 ��248.00 凛x橙�H25.12.9 ��

109 冢ﾉ�(���S#��野沢 傅ﾉ}�諟爾�個人住宅 ��91.87 凛x橙�H25.12.16 ��

110 儖宇hﾞ(�)�Y�ｳビ�岩村田 ��I�X.h+YOﾂ�個人住宅 ��215.12 凛x橙�H25.12.26 ��

111 �+y_Xﾌ9Zﾘﾅ���内山 �ｩLｨ��&9d��ﾂ�ﾛ(ｷh�9�Xｻｸﾏh���太陽光発電施設 ��4,983.00 凛x橙�H25.12.5・ 16 ��

112 ��ﾙ68ｸ�餮闔"��Xﾅ�#��常田 傅ﾉ}�ﾔﾉ;��個人住宅 ��697,24 凛x橙�H26工6 ��

113 伜(ﾞ�)�Sr�田口 俚(ｷh�2�道路舗装 ��1,773.00 凛x橙�H25.11.28 ��

114 ��ｹg�)�Xﾅ����瀬戸 俘(ｻI���個人住宅 ��387,27 凛x橙�H26工9 ��

115 冤)�h�)�Xﾅ�r�根々井 ��8ﾋHﾄﾒ�個人住宅 ��147,62 凛x橙�H26,1.7 ��

116 亶ｸ,ﾈ�8�)�Y�ｳ#R�横和 儷9�8躡��個人住宅 ��289.48 凛x橙�H26.1.6 ��

117 �?),ｸ�)�Xﾅ�B�塚原 傅ﾉ}�ﾔhﾔ��個人住宅 ��600.00 凛x橙�H26工8 ��

118 �ｨﾊx夐W���)�Xﾅ�R�伴野 ��ｹ68��ﾔinx�YOﾉ^B�個人住宅 ��283.58 凛x橙�H26.2.3 ��

119 舒)�ｩ68�)�S�c��岩村田 倡9�ﾈ���y&｢�個人住宅 ��132.00 凛x橙�H26.2.7 ��

120 假ﾉf雨�)�Xﾅ�コ�長土呂 偃�,ｸ椹Eb�個人住宅 ��203.36 凛x橙�H26.1.29 ��

121 仞��(�)�Sr�跡部 兀)68��W9:韃��建売住宅 ��250.36 凛x橙�H26.2.4 ��

122 假ﾉf雨�)�Xﾅ�ッ�長土呂 �ｩ7��7ｨ�ｸ8��個人住宅 ��247.07 凛x橙�H26.3.5 ��

123 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��c��岩村田 傅ﾉ}��(爾�個人住宅 ��260.36 凛x橙�H26.3.18 ��

124 ��伜(�)�S��勝間 �8y�8ｫ��個人住宅 ��323.95 凛x橙�H26.3.18 ��

125 ��ﾙ68ｸ�餮闔"��Xﾅ�#��長土呂 �H�8�2�カーポート ��285.54 凛x橙�H26.3.20 ��

126 ��ﾈｽ�,8�)�Xﾅ�����f雨�)�Xﾅ�ビ�長土呂 俚(ｷh�2�下水道 ��535.80 凛x橙�H26.3.24 ��

127 估h,ﾉ;��)�SB�塩名田 �'ﾉnﾈ��wｨ���個人住宅 ��276.93 凛x橙�H26.3.25 ��

128 仞�皐���Sr�小田井 �ｨ8H6(7ｨ�ｸ7X8ｸ�ｸ48984��駐車場増設 ��299.00 凛x橙�H26.3.25 ��

129 �:�9h���SB�岩村田 ��ｩ�)7餔ﾂ�個人住宅 ��353.50 凛x橙�H26.3.27・28 ��

130 估冦�ﾞ(�)�Xﾅ�Sb�岩村田 ��Xﾏｸ��葈ﾉｲ�個人住宅 ��269,10 凛x橙�H26.3.28 ��

131 們Xｷｸ�)�Xﾅ��岑�ｷｸ�)�Xu��長土呂 �7�頡�爾�個人住宅 �#b����266.21 冏ｹ+(ﾛ��H25.4.23 へ5.2 ��

132 ��ｹg�)�Y�ｲ��ｹg�)�Xuｲ�瀬戸 傅ﾉ'(��個人住宅 �3偵2�350 冏ｹ+(ﾛ��H25.5.27 ��

133 舒)�ｩ68�)�Xﾅ���ﾈ自gｹoh�)�R�uﾘuﾘﾔ��岩村田 �>�:�{"�個人住宅 �������537.230 冏ｹ+(ﾛ��H25.7.24 へ8.1 ��

134 �+y7刋8�)�Y�ｲ�岑���ﾈ�)�R�長土呂 俚):���ｷb�個人住宅 �3��2�399.65 冏ｹ+(ﾛ��H25.7.16 へ17 ��

135 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ��鈴�9eh�)�Xuﾒ�岩村田 ���囘ﾘ���個人宅地 都R���298.00 冏ｹ+(ﾛ��H25.8.28 へ30 ��
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